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2025（令和 7）年度 福岡女子大学 外国人留学生選抜 

 

〔 一般選抜試験問題 〕 

 

国際教養学科 

小論文 

 

【 60分 】 

 

 

 

注意事項 

 

１ 試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。 

 

２ 問題は 4ページから 6ページにあります。問題は全部で 1題です。 

 

３ 解答用紙には裏にも解答欄があります。 

 

４ 試験中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁および解答用紙の汚れ等に 

気づいた場合は，手を挙げて監督者に知らせてください。 

 

５ 試験開始と同時に解答用紙の受験番号欄に受験番号を記入してください。 
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問題 次の文章を読んで、後の問 すべてに 解答しなさい。 

 

「夫が定年を迎えた後、夫婦二人で一緒の生活が始まると、妻の死亡率が倍増する」という

ショッキングなレポートを読んだことがあります。「人は支えあって生きていくもの」など

といわれているのに。ましてや、長年連れ添った仲睦
むつ

まじいはずである夫婦の間でどうし

てこのようなことが起こるのでしょうか。 

 実は、「（１）定年後の夫と同居することに対してストレスを感じる」という妻の話は、診

療のうえでもよく耳にします。長年、育児、家事とほとんどすべての家のことを切り盛りし

てきた妻にとって、彼女なりに 培
つちか

ってきた自分の空間というものがあります。その空間

は、自分にとって居心地
いごこち

がよいように徐々に形作られたものです。その空間にある日突然、

「夫」が遠慮なく割り込んでくるとその空間は壊れてしまいます。 

 空間には、物理的な空間という意味と、心理的空間という二つの意味があります。心理的

空間とは、コミュニケーションをとるうえでの人との距離のことです。まずは心理的空間に

ついて考えてみたいと思います。 

 人にはそれぞれ自分にあった空間、別の言い方をすれば、人と接するうえでの距離がある

と考えます。人によって距離を長くとる傾向のある人もいれば、逆に短い人もいます。また、

同じ人でも対する人によってその距離は異なってきます。 

 （２）心理的距離を長く保っている人は、抑 揚
よくよう

の少ない機械的な言い回しや、表情変化

の乏しさ、感情表出の少なさなどが特徴で、一般的によそよそしさ、格式的、権威的、形式

的、警戒的といった印象を受けます。これに対して、（３）心理的距離を短くとっている人

は、声にも抑揚が強く、表情や手振り身振りなど感情の表出が豊かで、一般的に馴
な
れ馴れし

さ、親しみやすさ、依存
いぞん

的、お節 介
せっかい

、軽々しさといった印象を受けます。 

「自分とあの人は 相 性
あいしょう

が良い、あるいは悪い」などといいますが、このことには自分が

持っている距離と相手の距離が関係していると考えられます。ある程度の距離をとって付

き合いたいのに、ずけずけと接近されると 煩
わずら

わしくなります。反対に、もっと交流した

いのに相手の距離が長いと、もの足りなさを感じるでしょう。互いが求める距離に心理的距

離がほぼ一致した長さである場合に、相性の良い関係が生まれるのです。 
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 人との距離を意識した仕事があります。例えばホステスさんなどは極端に短い距離で客

と接しています。そうすることで、相手は、自分に対して好意を抱いていると感じることに

なるのです。人を誘惑するときには、短い距離をとる必要があるのです。一方、判事などは

かなり長い距離をとって被告や原告に接していると想像されます。権威的で私的感情を排

除した印象が与えられるためです。 

 診療場面でも、医師は患者さんと適切な距離をとる必要があります。あまり短いと、患者

さんから見て、馴れ馴れしくなり信頼感が得られません。長すぎると高圧的に映り、冷たさ

すら感じられます。 

 老夫婦も、おそらく新婚生活の頃は、お互いに短い距離で接していたことでしょう。しか

し、夫が仕事で家を空
あ
けることが多く、一人残されていた妻は、そうした環境に適応するた

め夫との距離を少しずつ長くとるようになってきたものと思われます。 

（福間詳『ストレスのはなし メカニズムと対処法』より） 

 

 

【 注 】 

定年…働いていた人が老齢になって職場を退職することが定められた年齢に達したために、 

仕事を辞めて引退することを指す。 
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問１ 下線部（１）「定年後の夫と同居することに対してストレスを感じる」について、筆

者は妻がどのような変化に直面するからだと考えているか、文章中の単語を使ってもかま

わないが、文章をそっくりそのまま長く引用することはしないで、自分の言葉を交えながら

分かりやすく説明しなさい。 

 

問２ 下線部（２）「心理的距離を長く保っている人」の例として、文章中で筆者はどのよ

うな職業の人を取り上げているか、またそういう人の場合にはそうすることでどのような

効果を上げていると筆者は考えているか、文章中の単語を使ってもかまわないが、文章をそ

っくりそのまま長く引用することはしないで、自分の言葉を交えながら分かりやすく説明

しなさい。 

 

問３ 下線部（３）「心理的距離を短くとっている人」の例として、文章中で筆者はどのよ

うな職業の人を取り上げているか、またそういう人の場合にはそうすることでどのような

利点があるということを筆者は考えているか、文章中の単語を使ってもかまわないが、文章

をそっくりそのまま長く引用することはしないで、自分の言葉を交えながら分かりやすく

説明しなさい。 

 

問４ 筆者は、空間には心理的空間と物理的空間の二つがあると文章中で述べている。この

うち物理的空間に関して、物理的距離が長く保たれている場合と物理的距離が短くとられ

ている場合との二つの場合についで、人間関係と人間のコミュニケーションのあり方はど

のように違いがあるとあなたは考えるか、またその違いをふまえてどのようなコミュニケ

ーションを人間は目指すべきだとあなたは考えるか、二つの場合それぞれについて具体的

な例を自分で考えて示しながら、自分の考えを自由に論述しなさい。 

 

 


